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   A 31-year-old man was admitted to our hospital because of miction pain and gross hematuria 
in August, 1988. Cystoscopic examination revealed a solid mass in the bladder. The histological 
diagnosis was pheochromocytoma of urinary bladder by biopsy. He had a history of syncope on 
urination several times. Abnormal elevation of serum noradrenaline was observed in hormonal 
studies and abnormal accumulation was seen in the bladder by  '31I-MIBG scintigraphy. Total 
cystectomy, lymphadenectomy and urinary diversion were perfomed in November, 1988. Patholog-
ical diagnosis was pheochromocytoma of the urinary bladder with metastasis to both iliac lymph 
nodes. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 537-540, 1991)














損 像 を 認 め,膀 胱 鏡 検 査 で 膀 胱 腫 瘍 が認 め られ た,生
検 を 施 行 した 所,移 行 上 皮 癌 が 疑 わ れ,同 年8月1日
慈 恵 医 大 に紹 介 され 入 院 した.
入 院 時 現 症:身 長176cm,体 重52kg.血 圧144/
88mmHg,脈 拍78/min,不整 脈 な し.視 診 触 診 上,
胸 腹 部 に 異 常 所 見 を認 め なか った.表 在 リンパ 節 は 触
知 しな か った.直 腸 診 で,前 立 腺 は 鶏卵 大,硬 度 軟,
境 界 明 瞭 で,圧 痛は 認 め な か った.前 立 腺 の腫 大 は 膀
胱 腫瘍 に よる もの と思 わ れ た.
検 査 成 績:尿 所 見;蛋 白(十),糖(一),比 重
1,023,赤血 球2～4/1f,白 血 球3～5/lf,細 菌 培 養
(一).血 液 所 見;白 血 球10,300/mm3,赤血 球4・18x
106/mm3,ヘモ グ ロ ビ ン値13.8g/dl,ヘマ トク リ ッ ト
値42.3%.血液 生 化 学 所 見;肝 機 能,腎 機 能,血 清
電 解 質 は 正 常.胸 部X-p,EKGは 異 常所 見 を 認 め
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Fig.2.腹部CT所 見:矢 印は 膀 胱 部 腫瘍 を 示す,
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認めた.ま た,右 外腸骨 リンパ節の腫 大が 認められ
た.両 側副腎 とZuckercandle器官に腫瘤性病変を





























Fig.4.膀胱 部13'1-MIBGシンチ グ ラ フ ィー 所 見:膀


































































に勝 目ら2)が第1例 を報告して以来,自 験例が29例目
に,ま た悪性褐色細胞腫としては,わが国では8例 目
に相当すると思われる。
膀胱褐色細胞 腫では,高 血圧(持 続性また は発作
性),排尿時発作,無 症候性血尿(肉眼的または顕微
鏡的)が 特徴的な症状 とされている.こ のうち,排尿
時発作については,排 尿時における急激な血圧上昇に
よる頭痛,嘔 吐,動悸,発 汗などが出現するもので,
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